
＜その他、取組に特徴のある事例＞

○耕作放棄地を復旧、イノシシ防護柵を設置し水稲を栽培

１．集落協定の概要

市町村・協定名 栃木県佐野市梅園町 新耕地
さ の し うめぞのちょう あらこうち

協 定 面 積 田（94％） 畑（6％） 草地 採草放牧地
2.0ha 米、そば 梅林

交 付 金 額 個人配分 50％
40万円 共同取組活動 ・役員報酬 4％

（50％） ・共同機械保守料等 10％
・鳥獣害防止対策及び水路・農道等維持・管理等集落の共同取組
活動に要する経費 7％

・集落協定に基づく農用地の維持・管理活動経費 26％
・その他 3％

協定参加者 農業者 7人、非農業者 1人

２．取組に至る経緯

本集落は、平地と山地の境界の山間地にあり、昔は専業農家が多かったが、現在は兼

業農家中心の集落となっている。

担い手の高齢化、後継者不足等に加え、イノシシ等による農作物への被害が増大し、

適正な農業生産活動の維持継続が懸念されるとともに、集落内には耕作放棄地も増加し

ていった。

このような状況の中、耕作放棄地の活用を図りつつ、農業の魅力を再発見し若い農業

後継者を育成するには、本制度は大変有効であると認識し、集落全体の総意のもと取り

組むこととした。

３．取組の内容

農用地等保全マップを作成し、耕作放棄地復旧範囲及び作物栽培に当たり必須となる

イノシシ防護柵設置場所を計画した。また、イノシシの侵入経路に応じて防護柵を設置

し、復旧した水田では水稲栽培を開始した。

さらに農道、水路の管理は共同で行うとともに、非農家の参加も得ながら自然乾燥の

米づくりに取り組んでいる。

今後は、今までの取組を継続していくとともに、農業基盤の整備、農産物の新たな販

路の開拓等を目指していく。

農用地等保全マップ 水田に復元された農用地 イノシシ防護柵



［集落の将来像]
里山の良さと、自然の美しさを訴え、隣接地域の非農家の人々と協力し、農家・非農家がともに生産

の喜びを分かち合える地域づくりを目指す。

［将来像を実現するための活動目標]
・将来にわたって営農活動ができるよう、耕作に不便な農道や土手を検討し、対策を講じる。
・高齢者や女性が働ける場所として、休耕田での野菜栽培や直売所を検討する。
・田の活用以外にそばの栽培等も検討し、将来にわたり営農活動のできる基盤づくりに取り組む。
・休耕地の教育活動の検討。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田1.9ha） 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化
（約0.2ha、年1回） （トラクターの共同利用を0.5

ha実施）個別対応
共同取組活動

共同取組活動
水路・農道の管理
・年2回 清掃、草刈り等

非農家・他集落等との連携
（農地の有効活用、所有者の共同取組活動 加算措置としての取組等
管理省力化）

耕作放棄地復旧加算
共同取組活動農地法面の定期的な点検 随時 （集落協定に含めた耕作放（ ）

棄地0.16haを復旧し水稲を
栽培）共同取組活動

共同取組活動
鳥獣害防止対策の実施（随時）

共同取組活動

集落外との連携
○手が回りきらない農地ができた場合は、集落外の非農業者を中心に有効活用を図る。

４．取組による変化と今後の課題等

耕作放棄地の復元及び自然乾燥の米の価値が見直され、ガマに覆われ耕作放棄が懸念

される維持管理農用地にも目が向けられて、この農用地を利用してみんなで米を作って

みようという意識が生まれた。また、鳥獣害対策について、一人ひとりが関心を持ち、

知恵を出し合って対策を相談したり作業をすることが多くなった。

農業の担い手の高齢化対策が今後の課題であり、一層の取組が必要となっている。

［平成21年度までの主な成果］
○ 耕作放棄地の復旧（目標0.16ha、実績0.16ha）
○ 個人所有のトラクター、トラック、耕運機、チェーンソー、その他農機具、間伐材まで、あるものは
何でも利用して、できる人ができることを共助共援による共同作業で行い、田植えまでできた。


